
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月はこれを頑張ろう！（｢釧路っ子共に育てる 10カ条」より） 

「失敗おそれずレッツ・チャレンジ」失敗も成功もまわりの支えがあれば

大丈夫。子供のチャレンジ精神を応援しましょう。 

日 曜 行     事 読み聞かせ 推進 G まなびや 

１ 月 元旦    

２ 火     

３ 水     

４ 木     

５ 金     

６ 土     

７ 日     

８ 月 成人の日    

９ 火     

10 水     

11 木 図書館バス    

12 金     

13 土     

14 日     

15 月     

16 火     

17 水 始業式(特別時程・給食あり) 午前授業（６年生６時間）  ★  

18 木 児童委員会 選管 校長会議  ★  

19 金 特別時程  ★  

20 土     

21 日     

22 月 朝会 指導部会    

23 火 研修    

24 水 指導部会 教頭会議 ○   

25 木 選管 ALT 図書館バス 小中ジョイント協議会 特別時程    

26 金 子ども支援委員会 フッ化物洗口 高専出前授業   ○ 

27 土 土曜活動日 特別時程    

28 日     

29 月 スケート参観週間 まなびや特訓６年 スクールカウンセラー来校   ○ ○ 

30 火   新入生保護者説明会 指導部会  ○  

31 水  ○ ○ ○ 

 釧路市立大楽毛小学校 学校だより 

 令和５年１２月２５日発行  NO.１０ 

 

 「チャレンジ（挑戦）」しなければわからないこと  

            校長 冨 田 直 子 

とうとう、学校の周りも雪景色になりました。インフルエンザの大流

行による足かけ３日間の「学校閉鎖」も乗り越え、２学期も無事に終了

しようとしています。これもひとえに保護者の皆様、地域の皆様のお力

添えがあってのこと、心より感謝申し上げます。 

 

先日、校内を歩いていると、子どもたち同士の会話が聞こえてきまし

た。「○○ちゃん、失敗しても大丈夫だよ。チャレンジしてみなよ。」き

っと学級でそういう話になっているのだろうと思いながら、すてきなや

りとりだな、と聞き入っていました。 

本校では、年間キャンペーンとして「あいさつ」「思いやり・やさしさ」

「チャレンジ」「考える」の４点を頑張りポイントとして四つ葉のクロー

バーに模して掲げていますが、なかでもこの「チャレンジ」という目標

は、なかなか簡単にはいかないものです。なぜなら、どうしても「失敗

したらどうしよう。」がつきまとってしまうからです。 

 実は、世の中にはやってみなければわからないことが多くあります。

例えば「絶対跳び箱なんていやだ…落ちたら怖いし…」と思っていた子

どもが、ふわっと８段を跳び越えた時、「あっ自分って跳び箱が得意なん

だ」と気が付きます。そして「もっと跳んでみたい。どうしたら上手に

跳べるのだろうか？」につながっていきます。それはやってみなければ

わからなかったこと、挑戦したからわかったことです。 

 とかく、教員も含めた大人は、「あなたには難しいからこっちでやって

みよう。」と子どもたちの限界を一方的に決めてしまうことがあります。

それは「この子には失敗してほしくない。」という思いが先に立つからで

す。そして「失敗したら落ち込んでしまう。」「できた喜びを味わった方

がやる気になるのでは？」と勝手に判断してしまうのです。でも実は、

子どもたちの可能性は無限であって、本来、一人一人の子どもたちの限

界というのは、子どもたちがやってみたいことに挑戦してみて決めるべ

きものなのかもしれません 

1月の帰宅時刻は１６：００  

 １年で最も日没が早い時期です。時刻を守り安全

に帰宅してください。 

 また、外出の際には、行き先、一緒に遊ぶ友達の名

前などをおうちの人に知らせる習慣を付けましょう。  

 冬道には危険がいっぱいです。交通事故には十分

気をつけましょう！ 

  そのためにまずは「チャレンジしてみること。失敗を恐れずやってみること。」も

しかしたら、その挑戦の過程で、子どもたちの持っている隠れた素質が開花する

かもしれません。そして私たち大人はそっと見守り、背中を押し、失敗したときに

はその解決に向けて一緒に悩んでみる。 

  本校の子どもたちには、たくさんのチャレンジをして、失敗や成功を繰り返し、

力強く前進してほしいなと思っています。 

  本年も大変お世話になりました。令和６年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 学校閉庁日について 

学校閉庁日 １２月２９日（金）～１月 ５日（金） 

 別紙おたよりでもお知らせしておりますが、この期間は、学校が無人と

なります。来校者、電話などへの対応は原則行いません。緊急の場合は、

釧路市役所代表電話（23-5151）までご連絡をお願いします。1 月 4・5

日は釧路市教育委員会教育支援課教育政策担当(65-6450)までご連絡く

ださい。※８：５０～１７：２０までとなります。 

 なお、生命に関わる重大な事案など、緊急を要する場合は警察(110 番)

または救急(119 番)へ連絡してください。 

 １月（睦月）の行事  

参観日ありがとうございました   

 インフルエンザ流行による学校閉鎖に伴い、急遽２２日に変更させて

いただいた参観日でしたが、たくさんの保護者の皆様に来校いただきま

した。本当にありがとうございました。準備していた｢メディアと健康｣

についての授業も参観していただいたご家庭も多かったことと思いま

す。これをよい機会として、冬休みの生活改善にお役立ていただければ

幸いです。 

 また、本来であれば実施する予定だった懇談会が紙面開催となりまし

たこと、誠に申し訳ございません。心配なこと、困っていることなどご

ざいましたら、随時お話を伺いますので、遠慮なくお申し出ください。 

 ２月の参観日の際には懇談会がございますのでご承知おきください。 

１２／２９～１／５まで 

学校閉庁日となります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆様、今年も本校教育活動へのご理解とご協力を賜り､誠にありがとうござい

ました。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

皆様よいお年をお迎えください！ 

楽しい冬休みに・・・よいお年をお迎えください 

 学校から発行しました生活便り「あおぞら」等をお読みになって、冬

休みを有意義にお過ごしください。 

 今年の冬休みは 12 月２６日(火)～1 月１６日（火）です。 

○健康で安全な生活を 

・冬道での事故、雪や氷による事故・けがには十分気をつけてください。

外遊びやスケートに取り組む事も良いですね。 

スケートリンクオープンは１月１０日（水）頃を予定しています。除雪

やリンク清掃の協力もよろしくお願いします。 

○規則正しい生活リズムで 

・年末年始には生活リズムが乱れやすくなります。夜更かしや朝寝坊に

ならないよう心がけてください。ゲームや携帯・スマホなどの約束を決

め、メディアに触れる時間をしっかりコントロールしましょう。 

○学習・読書・宿題・課題・作品制作について 

・家庭学習や読書など継続した取り組みができるチャンスです。宿題な

どは学年の成長段階に合わせて提示します。また、３学期には作品展が

あります。 

○新型コロナウィルス感染症拡大防止やインフルエンザ感染予防を心が

けて生活してください。 

・出かける機会や人と会う機会が増えると思います。手洗い、消毒、換

気など感染防止に努め、心身共に健康に過ごしましょう。 

スケート参観週間  

 １月２９日（月）より、「スケート参観週間」 

を設定しています。寒い時期ですが、体育のスケート 

の授業を都合のよい日に参観できるように設定し 

ています。スケート授業の日程や内容については、学年便りなどで確認してくださ

い。 

師走らしい忙しさ 
 １２月も本校では様々な出来事がありました。校内授業研究、４年生の社

会見学、時間講師の大久保先生、伊藤先生の離任、AED 講習、人権教

室･･･忙しくも大変充実した２学期の締めくくりとなりました。 

                  「いじめ」についての実態調査 

 今年度も、全道の小・中学校でいじめの問題の未然防止、早期発見・早期対応

の取組の一環として、いじめについてのアンケートを５月と１１月の２回行いました。  

  今年度の結果は以下のようになりました。なお、表題では「いじめ」とありますが、

アンケートの項目では「嫌な思いをしたことがある」という質問に対して、「はい」と

回答した児童の数となっております。また、子供たちをより深く理解し支援していくと

いう観点からも、積極的な認知を心がけ、人数をカウントしています。 

  【アンケート調査結果について】 

 本校では、いじめに関する教職員研修を進めており、早期発見・早期対応のために

いじめを積極的に認知するようにしております。あげられた内容については、学級担

任が個人面談をして、全ての件ですぐに対応し、解消または、解消に向けて取り組ん

でおります。また、担任を通してご家庭にもお知らせしています。 ５月の案件は現在

全て解消しておりますが、１１月に認知した案件につきましては、継続して指導、見守

りを続けてまいります。また、その他にも未然防止に向けた生徒指導、発生したいじ

めへの対応を常時行っております。 

 いやな思いをしたことがある 今もいやな思いをしている 

 ５月 ４２名 １１名(調査当時) 

１１月 ４４名 ５名(調査当時) 

 

 

 

 

 

 

【本校のいじめ根絶に向けた取組】 ＊大楽毛小学校「学校いじめ防止基本方

針」に基づき、本校の全ての児童が安心して充実した学校生活を送ることができる

よう努めています。 具体的には・・・ 

 ①日常の学習や生活の場面、児童会による「すて木」など、子供たちが相互に認

め合ったり、良さを伝え合う活動を行っています。 

 ②いじめアンケート、Q-U やアセス後に面談を行い､日頃の悩みや不安を担任と

子供が共有しあうなど、一人一人の様子を日常的に丁寧に見とっています。また、結

果については教職員全体で研修を通して共有し、児童理解を深めるよう努力してい

ます。 

 ③学校の働き方改革を進め、心のゆとりを持ち、教員一人一人が子どもと向き合う

時間をとることができるよう改善を進めています。 

 ④調査の結果については、全て教育委員会に報告し、解消に向けての助言をいた

だいています。 

 ⑤教育相談日を設定し、家庭と担任（学校）の連携を密に図っています。 

 ⑥スクールカウンセラーの先生とのカウンセリングを有効に活用しています。 

【いじめの内容】※２回調査合計、複数回答 

・悪口やからかい･･･４７名 ・仲間はずれや無視･･･１８名 

・軽くぶつかる､たたく･･･１６名 ・強くぶつかる､蹴る･･･１９名 

・物を隠される､お金などを取られる･･･９名 ・危険なことや恥ずかしいこと

をさせられる･･･８名 ・メールや SNS で悪口などを言われる･･･３名 

おはなし会の皆さんによる「おはなし会周年祭」    

 １２月６日（水）に、おはなし会の皆さんによる「おはなし会周年祭」

がおこなわれました。今回は全児童が体育館に集まり、読み聞かせをして

いただきました。挿絵をステージのスクリーンに映し出し、おはなし会の

方が役割を分担、寸劇も交えながら｢バスがきましたよ｣という視覚障害

を持った方と心優しい小学生の温かい交流について描いたお話を読んで

いただきました。 

 どの学年の子も真剣なまなざしでお話を聴き、朝から心がじーん、ぽか

ぽか。子供たちは本当にいい顔をして聴き入っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、12 月 2０日（水）今年最後のおはなし会では、サンタさんと

トナカイが各教室に登場し、本好きの全校児童へ「しおり」をプレゼント

してくれました。 

  大楽毛小学校は、児童の「読書習慣の定着」に力を入れて、２０年間継

続して行っていただいている「おはなし会」の皆さんの取組はもとより、

「メディアコントロール週間の読書の奨励」や｢読書番付」など様々な取

組を行っています。学校では、一人でも多くの児童が本に親しめるよう、

多くのご家庭で、学校の取組にご理解とご協力をいただけることを願っ

ています。保護者の方も是非本に触れる機会を増やしていただければと

思います。また、「おはなし会」では、一緒に「読み聞かせ」の活動をし

ていただける方を随時募集しています。一度活動の様子を見に来てみま

せんか？毎週水曜日８時２０分から行っています。興味のある方は学校

までご連絡ください。よろしくお願いいたします。 


